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1.ま ・え が きt;t
電気機器用絶縁材料 の進歩に伴い.汎 用誘導電動機は
E種絶縁か ら許容最高温度の高いF種 お よびH種 絶縁へ
の移行 しつつあ る。F種 及びH種 絶縁の誘導電動機は巻
線許容温度の上昇の為,固 定子鉄心お よび回転子鉄心 と
しての磁性材料の使用量が減少 し,小形化,軽 量化 され
た。この為,主 磁束お よび漏れ磁束の磁路が飽和す る状
態での運転が行なわれ ることとな る。運転時の温度上昇
による動作特在の変化は巻線抵抗 の温度換算で考慮 しう
るが,磁 路の飽和 の状態が印加電 圧,:負荷電流お よび磁
性材料 の磁気特性など多 くの要因によって変化 し,磁路
の各部分によってその様相 も異な るので簡単に特性算出
および動作現象の解 明を行 うことは困難であ る。そこで,












第1表 に!a,本研究に 供 している試料機の 定格ξ 示
し,第2表 には無負荷試験 と拘束試験の結果を示す。、拘
束試験は定格附近 とその2倍 の電流 について行 った。 ま
た.実 測中の 固定子巻線 の 周囲温度 は21.5。Cであっ
た。巻線附近の温度は鉄一 ゴンスタンタソの熱電対温度





流に よって リアクタンスが変化(主 に漏れ磁束の磁路の
飽和 によって)す ることを表わしている。第1図 には,
試料機の無負荷運転時における無負荷飽和特性を示す。












































3.実 験 結 果
試料機に対する負荷試験は磁歪式 トル ク測定装置を用
いて行 っ)E。'試料機 ど トル ク計 および2.2kWの 直流 他
励発電機め軸を直結し、発電機の負荷電流による反抗力








ルクを測定す る装置である。 また,実 測中の固定子巻線
温度は前述と同様な嫡 で測定レ・実測開始時(一時負
コ
荷をかけ,温 度が 上昇した 後,無 負荷に もどし実測開
始)に は76.5。(1で,'終了時 には125℃ であ った。実 測
結果を第2図 ～第7図 に示す。第2図 には1次 電流,第
3図には力率,第4図 には トル ク,第5図 には効率、第
6図には回転数をそれぞれ出力に対する特性 として表わ
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